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研究成果の概要（和文）：国際シンポジウムを開催し医学部入試の妥当性に関する情報を共有した。(1)医学部入試の
方法や合否基準の妥当性を検証した研究は少ない。(2)教育格差を是正する入試制度や、学力以外の指標も重視する評
価方法の開発が試みられている。(3)医学部に進むには不利な状況にある群が調査により示され、公正や機会均等の問
題が明らかになりつつある。
日本全国の高校の進路指導教員を対象に質問紙調査を実施した。半数以上の回答者が、経済的に困難な状況にある生徒
は医学部に進学するのは比較的困難で、都市部に住んでいるほうが医学部に入学しやすいと回答した。４割を超える回
答者が、経済的理由で医学部進学を断念した生徒がいたと回答した。

研究成果の概要（英文）：We held an International Symposium and a wide range of information was shared; 
(1) Few studies have confirmed the validity of the assessment methods and acceptance criteria for 
entrance exams. (2) Efforts are being made to develop entrance examination systems that correct for 
educational disparities and assessments that emphasize other indicators in addition to academic 
performance. (3) Analysis has shown that certain groups of students seem to face disadvantage in entering 
medical schools, and it has raised concern about fairness and equal opportunity.
We also conducted a nation-wide survey by sending a questionnaire to high schools in Japan and asked the 
guidance counselors to answer it. The majority answered it is relatively difficult for economically 
disadvantaged students to go on to medical schools, and relatively easy for those living in urban areas 
to do so. More than two-fifths answered there were students who gave up medical school enrollment for 
economic reasons.
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１．研究開始当初の背景 
格差社会が日本の大きな課題になる中、教

育格差も深刻になっている。現在の医学部入
試は、事実上、進学校の成績上位者、そして
予備校で受験対策を学ぶことができる者で
なければ、合格することがきわめて困難にな
っている。 
日本の医学部入試の評価方法や合格基準

は、各大学によって決められているが、上述
したようにその妥当性を俯瞰し多角的に検
証した研究は見当たらない。 

一方、医学部入学者に占める女性の割合が
増加したことが医師不足の一因であるとす
る分析がなされ、医師不足の地域出身の志願
者を医学部・医科大学に多く入学させる、い
わゆる「地域枠」が政策的に導入されるなど、
医学部入試に関する要求や介入が顕在化し
つつある。 
また、医療に対する信頼の低下が日本の大

きな社会問題となっている。医学・医療情報
が社会に溢れ、人権意識の高まりや価値観が
多様化する中、患者や非医療者から医療者へ
の要求は増大している。 
医学部の入学試験は、合格者の大半が将来

医師になるため極めて重要である。 
海外では、教育格差の是正を目指した入試

制度や学業成績以外の指標も重視した評価
も行われている。 

 
２．研究の目的 
現代の日本における医学部入試の妥当性

を国際比較も含めて多角的に検討し、今後の
あるべき姿を探る。  
情報や議論は可能な限り公開し、幅広い情

報収集と意見交換を促進する。これらの活動
と成果物により我が国の医師養成システム
の競争力を高め、更には海外へも発信する。 
 
３．研究の方法 
(1) 国際シンポジウム 
本研究のテーマに関する国際シンポジウ

ム“Medical school entrance examinations: 
challenges and reforms” を企画した。 
海外から４名(英国ロンドン大学セントジ

ョージ校ピーター・マックローリー教授、米
国ハーバード大学武田裕子医師、米国アイオ
ワ大学医学部クラレンス・クライター教授、
台湾台北医学大学ネンチュン・チャン教授)
の研究協力者を招いて、平成 25 年 10 月 26
日(土)に東京大学伊藤謝恩ホールにおいて、
開催した。 

 
(2) 質問紙調査 
日本全国の高校の進路指導教員を対象に

質問紙調査を実施した。質問項目は、上記の
国際シンポジウムや共同研究者間の議論と
先行研究を参考に作成した。 
 
４．研究成果 
(1) 国際シンポジウム 

医学部入試の妥当性に関する情報を共有
した。ポスターと主な論点を以下に示す。 



①医学部入試の方法や合否基準の妥当性を
検証した研究は少ない。 
 
②教育格差を是正する入試制度や、学力以外
の指標も重視する評価方法の開発が試みら
れている。 
 
③医学部に進むには不利な状況にある群が
調査により示され、公正や機会均等の問題が
明らかになりつつある。 
 
このシンポジウムでの発表や議論の内容

を、報告書、ワークショップ、インターネッ
トを通じて公開した。 
 
(2) 質問紙調査 

1094 校の進路指導教員から回答が得られ
た。回答があった高等学校の所在地の分布を
下図に示す。 

 
 集計結果の要点を以下に示す。詳細につい
ては、論文として発表する予定である。 
 
①半数以上の回答者が、経済的に困難な状況
にある生徒は医学部に進学するのは比較的
困難で、都市部に住んでいるほうが医学部に
入学しやすいと回答した。 
②４割を超える回答者が、経済的理由で医学
部進学を断念した生徒がいたと回答した。 
 
 これらの結果は、医学教育における各種の
評 価 に 関 す る 学 会 で あ る Ottawa 
Conference において発表した。 
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